
2021 年度重点活動項目

新しい生活様式に適応する作業療法実践の推進と作業療法士協会の体制整備

2019年度末に発生した新型コロナウィルス感染症（COVID-19)により、国民は「新しい生活様式」に適応

することが求められている。一般社団法人日本作業療法士協会（協会）では、第三次作業療法 5 ヵ年戦略の

基本方針は継続しながらも、この社会情勢の変化に対応した作業療法実践の姿を示すため、COVID-19 の人の

生活への影響や作業療法実践への影響を調査し対応を進める。昨年度延期や中止を余儀なくされた研修会や

会議等は開催方法を検討し、会員の学ぶ機会や情報交換の機会を確保・拡大する。国民のwell-being（健康と

幸福）に効果的に寄与するため、様々な状況に迅速に対応できる協会-士会-会員の情報交換体制整備と協会

の組織改編を進める。

1．作業療法の学術の発展への取り組み

1）組織的学術研究を開始……継続（#7 学術部）

2．作業療法士の技能の向上の取り組み

1）厚生労働省指定理学療法士作業療法士臨床実習指導者講習会を通して臨床実習指導者を確保し、
臨床実習指導者実践研修会でより質の高い実習指導者を育成……継続（#10 教育部）

2）作業療法士学校養成施設連絡会において情報と課題を共有し検討……新規（#11 教育部）

3）COVID-19 を考慮した研修会開催方法の標準化とｅラーニング研修のコンテンツ作成の積極的推
進で会員の学ぶ機会を確保し拡大……新規（#18 教育部）

4）協会の方針や最新の情勢を対面で会員に伝える研修会のあり方を検討……継続（#52 教育部・事務局）

5）国際社会で活躍する作業療法士を育成……継続（#19 国際部・教育部・学術部）

6）急性期から回復期・生活期・終末期まで、活動・参加を支援する作業療法士の技能向上を図る教育
を検討……継続（#21 教育部・地域包括ケアシステム推進委員会）

3．作業療法の有効活用の促進に向けた取り組み

1）当事者が望む生活を実現するための精神科の作業療法の考え方を普及し制度上で推進……継続（#25

制度対策部・教育部・学術部）

2）子どもの地域生活を理解して支援ができる作業療法士育成事業を実施……継続（#29 制度対策部）

3）介護予防・日常生活支援総合事業対象者及び要介護軽度者に対する作業療法の効果を提示し、地域
支援事業への作業療法士の参画を拡大……継続（#21,22,23,24 地域包括ケアシステム推進委員会・運転と作業療法委

員会・MTDLP 室）

4）認知症施策推進大綱に対応して作業療法の機能と役割をとりまとめ、関係団体及び国に対する提
案と作業療法士の活用を推進……継続（#21,22 制度対策部）

5）ICF の活用推進に向け、臨床現場での活用実態及び養成課程での教育実態を把握……新規（#55 制度対

策部）

6）COVID-19 が人の生活と作業療法実践に及ぼす影響について調査分析を実施……新規



4．作業療法の普及と振興に関する取り組み

1）国民・関連団体等に向けて作業療法の有用性と役割を啓発するためのホームページ、SNS、パンフ
レット等のコンテンツを充実……継続（#37 広報部）

2）各部署・各都道府県士会との連携を強化し、作業療法の実践事例を積極的に紹介

5．内外関係団体との提携交流に関する取り組み

1）2024 年第 8 回アジア太平洋作業療法学会（Asia Pacific Occupational Therapy Congress: APOTC）
を誘致……継続（#19,20,42,43,44 国際部・APOTC 誘致委員会・学術部・教育部）

2）アジアの作業療法士協会との提携交流、アジアにおける作業療法の発展に寄与する方略を検討し
提案……継続（#20 国際部・教育部）

3）2020 年オリンピック・パラリンピックを契機に関連団体と協働し、障害のある人のスポーツ参加
支援を推進……継続（#36 障害のある人のスポーツ参加支援推進委員会）

4）協会・士会間での速やかで確実な情報共有体制を確立

6．大規模災害等により被害を受けた人への支援に関する取り組み

1）感染症を含めた複合災害を考慮した平時の情報交換等の体制整備を継続……継続（#45 災害対策室）

7．法人の管理と運営における取り組み

1）「協会員＝士会員」実現のために、定款・諸規程の改定案及び都道府県作業療法士会システムの改
修について検討……継続（#53「協会員＝士会員」実現のため の検討委員会・事務局）

2）協会組織改編に向けて、定款・諸規程の改定検討及び職員の補充等事務局内体制整備を開始……継

続（#47 事務局）


